
技術の急速な進展に伴い、社会・産業構造が大きく転換していく中、広い視野と高い見識を持ち、新たな価値を生み出す

ビジネスを創造するための「デザイン思考」が注目されています。

本プログラムは、DAY1でグループを組成し、２か月間継続的にグループワークをしながら、アイデアを１から創り切ること

でデザイン思考を体系的に学ぶことができます。

東京大学i.schoolを修了し大企業や官庁を中心に新規事業開発の伴走支援型コンサルティングをしている株式会社

Hyla代表取締役/石井辰典氏を講師にお招きし、実際にゼロからの事業開発をされた経験をもとに、事業開発における

デザイン思考の役割やインタビューの分析と問題定義、顧客体験のデザインまで体系的に学ぶ事業開発に生きる知識を

身につけることができます。

新規事業開発や起業を推進していくための思考を身につける

概要

対象

・事業開発を成功に導くデザイン思考を習得する

・グループワークによりアイデアの発表につなげる

・幅広い社外ネットワークの構築

・新規事業のアイデアを創出したい方

・デザイン思考を体系的に学びたい方

・起業を目指されている方

事業開発を成功に導くためのデザイン思考
～アイデアを１から創り切る～

株式会社Hyla代表取締役

東京大学工学部卒。東京大学大学院工学系研究科在学中にイノベーション人材の育成を目的とした
東京大学i.schoolを修了。ベンチャー企業、外資系コンサルテイングファームにて、戦略コンサルタントと
してデザイン思考を活用した新規事業開発コンサルティングの開発と提供に従事。
コンサルティングを通して開発した商品により、東証一部上場のIT企業において時価総額7倍増を実現
した経験を持つ。
また、システム開発会社、AI開発の会社の立ち上げを行い、自らもゼロからの事業開発を経験。
独立後は日本の大企業や官庁を中心に新規事業開発の伴走型コンサルティングや大企業の中でも
常識に囚われない新規事業を創出し続けるための仕組み作り、イノベーション人材の育成をご支援。

講師のご紹介

Design Thinking
イノベーション人材育成プログラム

プログラムの目的・対象

石井 辰典氏



カリキュラム

一般社団法人中部圏イノベーション推進機構

〒460-0008 名古屋市中区栄 3-18-1（ ナディアパーク 4 階）

Web https://garage-nagoya.or.jp/program/p7845/

E-mail beyond@garage-nagoya.or.jp

定員

受講料

申し込み方法

会場

申し込み締め切り

50名

社会人 ５0,000円 （税込）/学生 無料（全6日参加が必須条件）

同一会社からのチーム参加 ３～４名まで100,000円（税込）

支払方法は申込〆切後別途メールにて連絡（請求書払い可）

2024年８月７日（水）

ナゴヤ イノベーターズ ガレージ

名古屋市中区栄3-18-1（ナディアパーク 4階）

お問い合わせ先

内容

ナゴヤイノベーターズガレージHPより申込み

その他

DAY1-DAY2-DAY3-DAY4-DAY5-DAY6の間、

個人orチームワークがあります

日程 内容 事後課題

DAY1
8/20（火）
13:00~19:00

●デザイン思考の基礎
事業開発におけるデザイン思考の役割を理解した後、ペアでデザイン思考を一通りの流れを体感できる
ワークを実施する。
●チームビルディングとテーマの決定
DAY1~6を通して共にデザイン思考を学び、新規事業案を創出するチームで事業開発のテーマを策定
●インタビューの基礎
本人も気がついていない深層心理に迫るためのインタビューの仕方を学ぶ。
インタビューにおける質問の種類と質問作成のコツ、インタビューの仕方の基礎をインプット。
DAY2までに実施するインタビューの設計をチームで行う。
●交流会（任意参加）

【個人】
2人に
インタビュー

DAY2
8/28（水）
13:00~19:00

●インタビューの分析と問題定義
事後課題で行ってきたインタビューを持ち寄ってチームで分析を行う。
表面上の欲求に囚われることなく、相手の深層心理を深掘りするための方法論を学び、
チームでインタビュー相手本人も気がついていないインサイトの仮説を立てる。
●仮説検証のためのインタビュー設計
DAY1の事後課題をもとに、結果から立てた仮説を検証するためのインタビューの設計を行う。
インタビューがうまくいかない主な原因をインプットしてさらに質の高いインタビューを実施する方法を学ぶ。

【個人】
2人に
インタビュー

DAY3
9/5（木）
13:00~19:00

●アイデア創造
DAY2の宿題のインタビュー結果から仮説を見直した上で、事業案のアイデアを創造する。常識に囚われ
ずにアイデアを創造する方法論を学んだ上で、チームでアイデアを価値あるアイデアを創造する。
●プロトタイピング
できる限り雑に素早く学びが多くなるようにプロトタイピングの方法を学んだ上で、
アイデアを価値を検証し、ターゲットのことを深掘りするためのプロトタイプの設計を実施する。

【チーム】
プロトタイプの
テストを実施

DAY4
9/17（火）
13:00~19:00

●仮説のブラッシュアップ
今まで集めた情報を再度振り返り、ターゲット、ニーズ、インサイト、価値観の仮説をチームで見直す。
●アイデアのブラッシュアップ
価値の視点でアイデアをブラッシュアップするための方法論を学び、アイデアをブラッシュアップする。
閃きやセンスに頼ることなく、意図的に再現性を持って質の高いアイデアを創造できるようになる。

【チーム】
プロトタイプの
テストを実施

DAY5
10/1（火）
13:00~19:00

●顧客体験のデザイン
カスタマージャーニーマップを用いて顧客体験のデザインする方法を学んだ上、
顧客に確かに価値が届く形にチームで顧客体験をデザインする。
●プレゼンのコツ
デザイン思考で創出した事業案を投資家にプレゼンし、投資をもらうための
資料の作り方、プレゼンの仕方についてインストールする。
「儲かるの？」の一言で潰されないで思わず投資したくなるプレゼンの作成する。

【チーム】
発表資料の
最終化

DAY6
10/16（水）
13:00~19:00

●発表会
デザイン思考を用いてDAY1から作成してきた事業案の発表会を実施する。
●交流会（任意参加）

ー

全日１３：００～１９：００に開催。DAY1とDAY6は終了後、交流会開催予定（参加任意）
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